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高
皇
産
霊
神
社
沿
革

た

か

み

む

す

ひ

霊
峰
白
山
を
源
と
す
る
手
取
川
の
支
流
木
呂
川
の
清
流
に
恵
ま

れ
、
押
野
に
は
周
辺
の
ど
こ
よ
り
も
早
く
人
々
が
居
住
し
た
。
そ
の
こ

と
は
、
手
取
川
扇
状
地
で
は
最
も
古
い
、
今
か
ら
四
千
年
前
の
縄
文

式
土
器
群
が
、
大
塚
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
大

塚
の
地
名
は
、
明
治
初
期
ま
で
古
墳
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
、

古
墳
時
代
の
押
野
は
、
豪
族
が
居
住
し
た
地
で
も
あ
っ
た
。
中
世
に

は
、
押
野
荘
地
頭
富
樫
家
喜
の
館
が
建
ち
、
大
野
荘
湊
と
白
山
本
宮

を
結
ぶ
白
山
大
道
が
通
る
な
ど
、
押
野
は
、
古
く
か
ら
人
々
の
往
来

が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

押
野
の
旧
社
と
し
て
中
世
の
押
野
山
王
社
が
知
ら
れ
て
い
る
。
江

戸
中
期
に
は
神
明
社
・
春
日
社
・
観
音
社
の
三
社
が
存
在
し
、
後
期
に

多
聞
天
社
・
国
常
立
社
・
比
咩
社
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
初
期
に

は
高
皇
産
霊
社
と
清
水
社
（
後
に
清
水
神
社
に
改
称
）の
二
社
と
な

り
、
現
在
の
高
皇
産
霊
神
社
は
、
神
社
合
祀
令
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
合

祀
し
て
明
治
四
十
四
年
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

旧
高
皇
産
霊
神
社

祭
神

高
皇
産
霊
尊

押
野
山
王
社
は
当
社
と
伝
え
ら
れ
、
押
野
西
部
の
「
宮
様
跡
」
と

呼
ば
れ
る
地
に
鎮
座
し
た
。
江
戸
期
の
神
明
社
・
多
聞
天
社
に
あ
た

り
、
押
野
南
西
部
鎮
座
（
現
在
の
押
野
霊
園
辺
り
）
の
国
常
立
社
を

合
併
し
た
と
み
ら
れ
る
。

清
水
神
社

祭
神

天
照
大
神

比
咩
社
と
も
呼
ば
れ
、
前
身
は
江
戸
中
期
の
観
音
社
と
み
ら
れ
る
。

押
野
東
部
に
鎮
座
し
、
門
前
の
村
民
が
「
宮
前
」
姓
を
名
乗
る
由
来

に
な
っ
た
。
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押
野
居
住
の
十
村
役
後
藤
太
兵
衛
（
一
六
一
四
～
一
六
七
三
）

は
、
野
田
山
麓
に
泉
野
村
な
ど
の
新
し
い
村
々
を
開
き
、
長
坂
用
水

を
開
発
し
た
。
同
用
水
開
発
に
は
、
石
川
郡
内
の
徒
歩
通
勤
圏
内
か

ら
延
べ
三
十
六
万
人
が
動
員
さ
れ
た
。
江
戸
初
期
の
野
田
山
や
野
田

山
麓
は
、
持
ち
主
の
定
ま
ら
な
い
山
地
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
中
期
に
村

々
の
飛
び
地
に
細
分
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
絵
図
が
あ
る
。こ
れ
ら
は
、

長
坂
用
水
な
ど
の
開
発
に
従
事
し
た
村
々
へ
、
動
員
人
数
に
応
じ
て

分
譲
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
図
の
三
子
牛
地
区
に
、
押

野
の
飛
地
と
し
て
押
野
山
が
描
か
れ
て
い
る
。

清
水
神
社
へ
旧
高
皇
産
霊
神
社
を
合
祀
し
高
皇
産
霊
神
社
に
改

称
す
る
事
の
許
可
を
得
た
氏
子
の
村
民
は
、
明
治
四
十
三
年
十
月
に

共
有
地
の
押
野
山
を
売
却
し
た
。
そ
の
売
却
益
と
村
民
か
ら
の
浄
財

と
を
合
わ
せ
て
建
設
費
と
し
、
新
設
し
た
の
が
現
在
の
高
皇
産
霊
神

社
で
あ
り
、
敷
地
は
、
後
藤
於
菟
吉
が
寄
進
し
た
。
村
内
の
融
和
を
図

る
た
め
、
社
殿
を
集
落
の
東
側
に
置
く
代
わ
り
に
、
向
き
を
西
に
し
た

こ
と
が
伝
わ
る
。
新
築
工
事
は
明
治
四
十
三
年
末
か
ら
開
始
し
、
翌

年
八
月
十
八
日
に
盛
大
に
竣
工
慶
賀
祭
を
挙
行
し
た
。

荘
厳
な
現
社
殿
は
、
押
野
地
区
が
長
年
に
亘
っ
て
幾
星
霜
を
重
ね

て
歩
ん
だ
歴
史
の
象
徴
で
あ
り
、
長
坂
用
水
開
発
等
に
従
事
し
た
押

野
村
民
の
労
苦
の
結
晶
で
も
あ
る
。

平
成
の
大
修
復
を
完
了
し
た
の
を
機
に
、
町
内
の
平
和
と
安
寧
を

祈
念
し
つ
つ
、こ
こ
に
改
め
て
神
社
沿
革
碑
を
建
立
し
て
長
く
後
世
に

伝
え
残
す
こ
と
と
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
月
十
一
日

高
皇
産
霊
神
社

奉
賛
会


